
    
漁場造成構造物適格性検討会資料    

① －４北海道太平洋西部地区 厚賀漁場    



選定調書１

魚礁ブロック選定理由調書

名称 設置箇所 施設対象 選定の際に考慮する事
事業実施の際に

機能面・生産 　工法・構造 経済性 使用を想定している

地区名 漁場名 設置場所 水深ｍ 底質 対象魚種 対象漁業
地元（漁業者）の
要望・意見

魚類の特性 漁業の特性 施工性
耐久性
安定性

の検証
魚礁ブロックと理由

北海道太
平洋西部

厚賀 日高町沖合 78～81m 砂礫 カ レ イ 、
ホッケ、ス
ケ ト ウ ダ
ラ、タラ、
タコ、ツブ

かれい刺し
網漁業、
た こ 漁 業
（箱、空つ
り縄）、す
けとうだら
刺し網漁業

・カレイ類及びスケトウダラ
等対象魚種が蝟集する魚礁ブ
ロック

・近隣で使用実績がある魚礁
ブロック

・カレイ類は魚礁周辺の海底
面に分布する。

・回遊するスケトウダラや
ホッケは高さのある魚礁に誘
引・定着する。

・マダラは魚礁性が強く小さ
な空間内部に定位する。

・ツブの産卵基質として面構
造が有効。

・刺し網漁業は、魚礁周辺に
潮流に沿って敷設し蝟集する
群れなどを羅網させて漁獲す
る。

・たこ箱漁業は魚礁周辺に敷
設し、魚礁群に蝟集するタコ
を、岩穴などに隠れる習性を
利用し漁獲する。

・空釣り縄漁業は魚礁周辺に
潮流に沿って敷設し、魚礁群
に蝟集するタコを針に掛けて
漁獲する。

厚賀漁港から積
み出す。
製作は漁港又は
漁港近隣ヤー
ド。

設置工事で魚礁
が破壊・破損し
ない事を確認し
ている。

主な材質はコン
クリートであ
り、最低30年の
耐久性を有して
いる。

設置海域におい
てブロックが滑
動や転倒する事
が無い事を計算
で確認してい
る。

左記ブロックを
使用した際の投
資効果は2.27と
算出しており、
充分な効果が見
込める。

○漁業者の要望から
・近隣で使用実績があり、カレイ類、
スケトウダラ等対象魚種の蝟集効果が
確認されている魚礁ブロックを要望

○対象魚類・漁業の特性から
・多様な魚種及び漁業に対応する、高
さと広がりを兼ね備えた配置が可能な
魚礁ブロックが適当

○選定ポイント
・同水深帯の近隣漁場（門別豊郷漁
場）では今回使用を予定している3.0円
筒型魚礁の乱積構造により、高さと広
がりを兼ね備えた漁場となっており、
モニタリング調査（H26～28実施）によ
り対象魚種の蝟集効果が確認されてい
る

○以上より
・3.0円筒型魚礁による事業実施を想定
している。
以上の条件を基に令和元年12月16日開
催の漁場造成構造物的確性検討会の意
見を踏まえ、3．0円筒型魚礁を選定し
た。

※　ＨＰ等で公表する事を前提に製作すること。





断面図　S=1/2,000

平面図　S=1/2,000
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3.0円筒型魚礁　21.05空m3／個
237個×21.05空m3／個＝4,988.85空m3

造成範囲半径
Ｒ＝√（（ρ×Ａ）／2π）
　＝√（（20×1,664.10）／2π）
　≒73m
Ａ＝（2.99÷2）^2×π×237個＝1,664.10m2
ρ＝20（敷設密度5％）

事  業  名

水産環境整備事業

地  区  名 漁  場  名 事 業 主 体

北海道

施工場所

北海道沙流郡日高町沖合厚賀漁場北海道太平洋西部地区

3.0円筒型魚礁

ａ’ａ

ａ’ａ
73m

凡　　　　例

今回検討箇所

〔標準構造図〕

Ｘ座標 Ｙ座標

第1群体 -184,742.344 -12,796.391

設置位置（世界測地系12系）

第2群体 -184,916.761 -12,278.998

3.0円筒型魚礁

合計

474個

9,977.70空m3

令和2年度以降

474個

9,977.70空m3

1群体

237個

4,988.85空m3
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